






　
人
権
擁
護
委
員
に
宮
澤
英
行

氏
（
西
原
区
）
が
選
出
さ
れ
、

７
月
１
日
付
け
で
法
務
大
臣
か

ら
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。

　
宮
澤
氏
は
昭
和
48
年
か
ら
村

職
員
と
し
て
、
ま
た
平
成
29
年

か
ら
天
龍
村
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
と
し
て
、
社
会
教
育
や
地

域
福
祉
の
向
上
な
ど
に
努
め
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
任
期
は
令
和
３
年
７
月
１
日

（９）広報　天　　龍 2021年７月21日 広報　天　　龍（４）2021年７月21日

人
権
擁
護
委
員
に

　
　宮
澤
英
行
氏

監
査
委
員（
議
会
選
出
）

に
村
松
小
司
郎
氏
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令和3年7月まで 見直し後（令和3年8月～）

令和3年7月まで 見直し後（令和3年8月～）令和3年7月まで 見直し後（令和3年8月～）

か
ら
令
和
６
年
６
月
30
日
ま
で

の
３
年
間
で
す
。

　
人
権
に
関
す
る
諸
問
題
の
相

談
に
応
じ
、
問
題
解
決
に
向
け

て
取
り
組
み
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　
５
月
臨
時
議
会
の
同
意
に
よ

り
、
４
月
末
を
も
っ
て
任
期
満

了
に
よ
り
監
査
委
員
（
議
会
選

出
）
を
退
任
さ
れ
た
熊
谷
美
沙

子
氏
の
後
任
と
し
て
、
村
松
小

司
郎
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
任
期
は
、
令
和
３
年
５
月
７

日
か
ら
令
和
７
年
４
月
30
日
ま

で
の
４
年
間
で
す
。

６月４日㈮に、村が行っている災害復旧事業、道路改
良事業及び村有林整備事業などの現場を視察し、村担当
職員の説明を受けました。
また、６月11日㈮には、南部建設事務所との行政交流
会が開催され、村内で行われている国道418号天竜川橋
の事業進捗や今後の工事計画、足瀬の災害復旧事業、飯
田富山佐久間線松崎の改良計画及び村道大河内線の県代
行による道路改良事業等に関する説明を受けました。
国・県道の通行止め早期解消や改良促進、維持整備に
ついて強く要望を行い、互いに協力しあうことを確認し
閉会しました。

議会村内視察及び南部建設事務所との交流会

▶
村
内
視
察

◀
南
部
建
設
事
務
所

　
と
の
行
政
交
流
会

天龍村議会議員名簿
【令和3年5月1日～令和５年4月30日(敬称略)】

議長：熊谷美沙子 副議長：後藤　知久
議員及び議席番号

1 兼宗　　真 2 村松　克一 3 大平　正長
4 村松小司郎 5 板倉　幸正 6 秦　治三夫
7 後藤　知久 8 熊谷美沙子

議会常任委員会
委員会名 委員長 副委員長 委　員

総務社会
常任委員会 村松　克一 村松小司郎

兼宗　　真
熊谷美沙子

建設産業
常任委員会 秦　治三夫 板倉　幸正

大平　正長
後藤　知久

議会運営委員会
委員長 副委員長 委　員

後藤　知久 村松　克一
兼宗　　真 板倉　幸正
熊谷美沙子 村松小司郎
大平　正長 秦　治三夫

南信州広域連合
南信州広域連合議員 熊谷美沙子

組合議会
下伊那南部総合事務組合議員 大平　正長 村松小司郎

南部地区議員会評議員
熊谷美沙子 村松　克一
後藤　知久

阿南高等学校協力会 村松　克一 兼宗　　真
森林・林業・林産業
活性化議員連盟 秦　治三夫 板倉　幸正



　
長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
で
は
、
高
齢
者
の
方
の

健
康
づ
く
り
事
業
の
一
環
と
し

て
歯
科
口
腔
健
診
を
行
い
ま

す
。

　
高
齢
に
な
る
と
、
む
せ
こ
ん

だ
り
、
の
ど
に
つ
か
え
た
り
す

る
こ
と
が
多
く
な
り
、
こ
れ
ら

が
原
因
で
誤
嚥
性
（
ご
え
ん
せ

い
）
肺
炎
（
細
菌
が
唾
液
や
胃

液
と
共
に
肺
に
流
れ
込
ん
で
生

じ
る
肺
炎
）
を
起
こ
す
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
お
口
の
健
康
は
、
身
体
の
健

康
へ
の
第
一
歩
で
す
。
固
い
も

の
が
食
べ
に
く
い
方
、
入
れ
歯

が
合
わ
な
い
方
、
特
に
自
覚
症

状
は
な
い
が
お
口
の
状
態
を
確

認
し
た
い
方
な
ど
、
費
用
は
無

料
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会

に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

※

健
診
に
よ
り
治
療
が
必
要
な

場
合
は
、
そ
の
治
療
費
は
本

人
負
担
と
な
り
ま
す
。

●
対
象
者

①
昭
和
20
年
４
月
１
日
〜
昭
和

（５）広報　天　　龍 2021年７月21日 広報　天　　龍（８）2021年７月21日

広
報
天
龍
第
２
０
２
号（
４

月
号
）で
公
表
後
、６
月
30
日
現

在
で
次
の
み
な
さ
ん
か
ら
寄
附

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
ご
希

望
の
方
の
み
、氏
名
を
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

●
伊
藤
雅
也
様
●
内
野
奏
子
様

●
前
嶋
宏
治
様
●
塩
田
宗
光
様

●
内
田
大
心
様
●
村
田
憲
司
様

●
柴
田
優
樹
様
●
山
田
治
和
様

●
山
田
八
重
様
●
藤
井
隆
彦
様

●
三
谷
豊
章
様
●
長
江
　
豊
様

●
板
倉
鐵
郎
様
●
窪
田
任
孝
様

●
山
本
新
一
郎
様

●
小
野
寺
早
葉
様

●
小
野
寺
悠
希
様

今
回
は
２
３
２
名
の
方
か
ら

寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

天
龍
村
ふ
る
さ
と
寄
附
金
は
、

村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、

ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」な
ど

か
ら
も
お
申
込
み
が
で
き
ま
す
。

決
済
方
法
は
金
融
機
関
か
ら
の

振
込
み
の
ほ
か
、ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
も
可
能
で
す
。
電
話
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、役
場
窓
口
で
も

承
り
ま
す
。

◎
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス

http://w
w
w
.furusato-tax.jp/

ふ
る
さ
と
寄
附
金

あ
り
が
と
う

　
　ご
ざ
い
ま
す

利息分※

①福祉に関
する事業

②子育て支
援、学校
教育に関
する事業

③自然環境、
農林業の
振興に関
する事業

④観光に関
する事業

⑤文化･生涯
学 習 ･ ス
ポーツに関
する事業

⑥その他に
関する事
業

使途コース別の寄付金額

寄附金
総　額

基
　
　
　
金

前年度末基金総額⒜

令和２年度
寄　附　金

18,111,000 4,010,000 3,212,000 3,509,000 869,000 665,000 5,846,000

42,763,000 12,249 4,243,001 10,191,000 11,228,000 2,575,500 1,373,500 13,139,750

18,111,000 4,010,000 3,212,000 3,509,000 869,000 665,000 5,846,000

1,000 1,000

7,840,000 2,300,000 1,140,000 2,900,000 1,500,000

53,035,000 13,249 5,953,001 12,263,000 11,837,000 3,444,500 2,038,500 17,485,750

寄附金積立金⒝

運用利子積立金⒞

活用させて頂いた金額
（取り崩し金額）⒟　　
差し引き残額　
⒜＋⒝＋⒞－⒟

※一般財源による加算分も含みます。

　令和２年度の寄附金総額は1,811万1千円、寄附者総数1,122名でした。使途運用状況は下記のとおりです。
　寄附者の方々のご厚意にお応えできるよう基金に積み立て保管しています。基金から得た利息につきましても
積み立てをし、年度末基金総額は5,303万5千円となっています。
  本年度は、小学校・中学校への入学祝金事業、小中学校給食費の補助事業、インフルエンザ予防接種補助事業、
ICTタブレット使用料の財源、東京五輪記念品製作事業の財源、奨学金基金（龍蛇山澤基金）に、みなさんからいただいた
ふるさと寄附金784万円を、その財源として活用させていただきました。

令和２年度 「ふるさと寄附金」運用状況

令和３年５月31日現在

（単位：円）

　
川
西
政
幸
氏
に
、
長
野
県
知

事
表
彰
が
授
与
さ
れ
、
５
月
25

日
㈫
に
県
飯
田
合
同
庁
舎
で
、

松
岡
飯
田
保
健
福
祉
事
務
所
長

か
ら
表
彰
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し

た
。

　
川
西
氏
は
平
成
元
年
か
ら
令

和
２
年
ま
で
の
31
年
間
余
、
医

師
と
し
て
夜
間
や
休
日
、
季
節

を
問
わ
ず
24
時
間
体
制
で
住
民

の
命
を
守
る
た
め
に
ご
尽
力
さ

れ
、
ま
た
、
下
伊
那
南
部
医
療

協
議
会
理
事
、
村
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
嘱
託
医
、
小
中
学
校

の
学
校
医
、
国
保
運
営
協
議
会

委
員
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ

う
し
た
地
域
医
療
に
多
大
に
貢

献
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、

今
回
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

前
天
龍
村
診
療
所
長

川
西
政
幸
氏

県
知
事
表
彰

（
保
健
衛
生
表
彰「
へ
き
地
医
療
」）

実
践
す
る
こ
と
で
す
。

①
つ
け
な
い
＝
洗
う
・
分
け
る

　
調
理
前
、
食
事
前
、
生
肉
や

魚
を
触
っ
た
後
な
ど
に
は
、
必

ず
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

　
野
菜
等
の
食
材
も
流
水
で
き

れ
い
に
洗
い
、
生
で
食
べ
る
食

品
と
加
熱
す
る
食
品
は
別
々
に

扱
い
ま
し
ょ
う
。

②
増
や
さ
な
い
＝
低
温
で
保
存

す
る

　
購
入
し
た
食
品
も
余
っ
た
食

品
も
で
き
る
だ
け
早
く
冷
蔵
庫

に
入
れ
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
冷

蔵
庫
に
入
れ
て
も
細
菌
は
ゆ
っ

く
り
増
殖
し
ま
す
の
で
、
早
め

に
食
べ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
や
っ
つ
け
る
＝
加
熱
処
理

　
食
材
の
中
心
ま
で
よ
く
加
熱

す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

　
調
理
器
具
は
、
洗
剤
で
よ
く

洗
っ
て
か
ら
、
熱
湯
を
か
け
た

り
、
台
所
用
殺
菌
剤
を
使
っ
て

殺
菌
し
て
く
だ
さ
い
。

　
お
う
吐
や
下
痢
の
症
状
は
、

原
因
物
質
を
排
除
し
よ
う
と
い

う
体
の
防
衛
反
応
で
す
。
市
販

の
下
痢
止
め
な
ど
の
薬
を
む
や

み
に
服
用
せ
ず
、
早
め
に
受
診

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
お
う
吐

物
を
処
理
す
る
際
は
手
袋
を
し
、

消
毒
を
し
っ
か
り
し
て
く
だ
さ

い
。

　
食
中
毒
は
、
飲
食
店
で
の
食

事
だ
け
で
な
く
、
家
庭
の
食
事

で
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
家
庭
で
は
症
状
が
軽
か
っ
た

り
、
発
症
す
る
人
が
一
人
や
二

人
の
こ
と
が
多
い
こ
と
か
ら
、

風
邪
や
寝
冷
え
な
ど
と
思
わ
れ

が
ち
で
、
食
中
毒
と
は
気
づ
か

れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
食
中
毒
を
引
き
起
こ
す
主
な

原
因
は
、目
に
は
見
え
な
い「
細

菌
」
と
「
ウ
イ
ル
ス
」
で
す
。

細
菌
は
温
度
や
湿
度
な
ど
の
条

件
が
そ
ろ
う
と
食
べ
物
の
中
で

増
殖
し
、
そ
れ
を
食
べ
る
こ
と

に
よ
り
食
中
毒
を
引
き
起
こ
し

ま
す
。
ウ
イ
ル
ス
は
低
温
や
乾

燥
し
た
環
境
中
で
長
く
生
存
し
、

細
菌
の
よ
う
に
食
べ
物
の
中
で

は
増
殖
し
ま
せ
ん
が
、
ウ
イ
ル

ス
が
つ
い
た
食
べ
物
が
体
内
に

入
る
と
腸
管
内
で
増
殖
し
、
食

中
毒
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　
食
品
を
購
入
し
て
か
ら
調
理

し
て
食
べ
る
ま
で
の
過
程
で
、

細
菌
を
「
つ
け
な
い
」「
増
や

さ
な
い
」「
や
っ
つ
け
る
」
を

安
全
に
食
事
を

　
　
　す
る
た
め
に

安
全
に
食
事
を

　
　
　す
る
た
め
に

安
全
に
食
事
を

　
　
　す
る
た
め
に

保
健
師
だ
よ
り

原
因
は
何
？

食
中
毒
か
な
と
思
っ
た
ら

食
中
毒
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

21
年
３
月
31
日
生
ま
れ
の
被

保
険
者
（
令
和
２
年
度
に
75

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
方
）

②
昭
和
16
年
４
月
１
日
〜
昭
和

20
年
３
月
31
日
生
ま
れ
の
被

保
険
者
（
令
和
２
年
度
に
76

〜
79
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た

方
）
の
う
ち
、
直
近
で
生
活

習
慣
病
に
係
る
受
診
を
さ
れ

た
経
歴
が
あ
り
、
か
つ
、
令

和
２
年
度
に
歯
科
医
療
の
受

診
が
な
か
っ
た
方

●
６
月
下
旬
に
対
象
者
に
対

し
、
案
内
通
知
と
受
診
券
を

送
付
し
ま
し
た
。

●
健
診
期
間

令
和
３
年
７
月
１
日
㈭
か
ら

令
和
３
年
12
月
30
日
㈭

●
対
象
医
療
機
関

　
歯
科
医
師
会
所
属
の
歯
科
医

院
（
一
部
の
病
院
を
除
く
）

●
予
約
方
法

　
対
象
医
療
機
関
へ
直
接
予
約

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
受
診
時
に
必
要
な
も
の

受
診
券
・
被
保
険
者
証
・
お

薬
手
帳
（
無
い
場
合
は
、
不

要
で
す
）

●
お
問
い
合
わ
せ
先

長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
保
健
事
業
室

☎
０
２
６（
２
２
９
）５
３
２
０

歯
科
口
腔
健
診
を

　
　受
け
ま
し
ょ
う

〜
後
期
高
齢
者

　歯
科
口
腔

　
　
　健
診
〜

　
現
在
お
使
い
の
左
記
の
保

険
証
な
ど
の
有
効
期
限
は
令

和
３
年
７
月
31
日
ま
で
で
す
。

◎「
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
兼
高
齢
受
給
者
証
」

◎「
後
期
高
齢
者
医
療
被
保

険
者
証
」

◎「
福
祉
医
療
受
給
者
証
」

　
そ
れ
ぞ
れ
の
加
入
者
に
新

し
い
保
険
証
な
ど
を
送
付
し

ま
す
。
８
月
１
日
以
降
に
お

医
者
さ
ん
に
か
か
る
時
に
は
、

新
し
い
保
険
証
な
ど
を
窓
口

に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

◎「
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
」「
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

　
入
院
時
な
ど
に
食
事
代
な

ど
を
減
額
す
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
で
、
住
民
税
非
課
税

世
帯
の
方
が
対
象
に
な
り
ま

す
。
申
請
や
更
新
が
必
要
な

場
合
は
、
役
場
ま
た
は
南
支

所
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

70
歳
以
下
の
方
の
入
院
時

の
医
療
費
を
所
得
に
応
じ
た

限
度
額
ま
で
に
留
め
る
こ
と

が
で
き
る
認
定
証
で
、
70
歳

以
下
の
方
で
国
保
税
滞
納
さ

れ
て
い
な
い
方
が
対
象
に
な

り
ま
す
。
申
請
及
び
更
新
が

必
要
な
場
合
は
役
場
及
び
南

支
所
で
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
ご
不
明
な
点
は
、
住
民
課

健
康
支
援
係
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

保
険
証
な
ど
８
月
か
ら
変
わ
り

ま
す
。更
新
、申
請
を
忘
れ
ず
に

川
西
氏（
右
）と
松
岡
所
長

撮
影
会
の
様
子

　
天
龍
村
と
Ｊ
Ｒ
東
海
伊
那
松

島
運
輸
区
、
お
よ
び
飯
田
女
子

高
校
の
３
者
が
協
力
し
、
飯
田

線
沿
線
の
魅
力
を
発
信
す
る
村

の
探
訪
マ
ッ
プ
の
制
作
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。
マ
ッ
プ
制
作
に
あ
た
り
、

全
国
大
会
へ
の
出
場
実
績
が
あ

る
飯
田
女
子
高
の
写
真
部
の
み

な
さ
ん
を
村
に
お
招
き
し
、
村

内
で
写
真
撮
影
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
厳
選
し
た
写
真
が
夏
休

み
期
間
に
マ
ッ
プ
と
と
も
に
飯

田
線
の
車
内
に
掲
示
さ
れ
ま

す
。
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
上
、
掲

示
さ
れ
る
車
両
が
限
定
さ
れ
る

そ
う
で
す
が
、
是
非
ご
注
目
く

だ
さ
い
。

（
産
学
官
連
携
事
業
）

天
龍
村
の
写
真
が
Ｊ
Ｒ

飯
田
線
に
掲
示
さ
れ
ま
す

撮影会の様子



（７）広 報　天　　龍 2021年７月21日 広 報　天　　龍（６）2021年７月21日

※村補助金について ～村民のみなさまへのお願い～
　令和２年度、村では龍泉閣に対して1,300万円の運営補助金を出しています。
　龍泉閣の経営状況は上記表でご確認いただいたとおり、令和２年度は当期純利益が△236万円となっており、実際には（村からの1,300万円
の補助金を除くと）損失が1,536万円発生し、依然として厳しい経営が続いています。こうした状況のなか、龍泉閣の経営を維持していくため
には、1,000万円以上の補助が必要であり、加えて累積損失（令和２年度末現在で1,801万円）の早期解消のためには、更なる補助や経営改善が
必要と考えます、令和２年度は村補助金以外に新型コロナウイルス対策として持続化給付金などの助成金があったことも加味し、前期と比較
し300万円減の1,300万円を村から補助金を出しています。
　村にとって、多額の補助金を出すことは大変なことですが、龍泉閣は、村民の飲食・交流の場、憩いの場のみならず、就労や農産加工品販
売の場となっていて、天龍村に欠かせない施設であり、村としてはやむを得ない支出と考えています。
　村民の皆さまにおかれましては、龍泉閣の厳しい経営状況と村の経営支援についてご理解をお願いするとともに、今後も龍泉閣を積極的に
ご利用いただき、経営向上にご協力くださいますようお願いします。

　令和２年度は、新型コロナウイルスの影響により主要となる宿泊温泉・飲食宴会部門の売上が大幅に減
少するなど、売上収入は3,908万円となりました。売上原価や費用などを差し引いて、村からの補助金など
を加えた最終的な当期純利益は△236万円となっています。
　令和３年度も引き続き新型コロナウイルスの影響により売上が落ち込むなど、厳しい状況が続いていま
すが、本年度は外国人技能実習生の受入れの導入などによりスタッフの人員不足も徐々に解消され、新た
なサービスの提供に努めます。経費についても引き続き無駄を省き、更なる削減に努めてまいりますので、
今後とも積極的に龍泉閣をご利用いただきますようお願いします。

㈲龍泉閣　令和２年度の経営状況を公表します
○収支報告 （単位：万円）

○入浴利用者 （単位：人）

○施設利用者 （単位：人）

（単位：人）○役職員数の状況

○施設利用状況 （単位：人）
区　分

宿 泊 者
宴 会 利 用 者
レストラン利用者
ラウンジ利用者（組）

計

令和元年度
3,100
1,167
8,816
618

13,701

令和２年度
2,155
185
6,149
731
9,220

増　減
△ 945
△ 982
△ 2,667

113
△ 4,481

区　分
一 般 利 用 者
村 民 保 養 券

計

令和元年度
10,146
1,575
11,721

令和２年度
6,456
2,818
9,274

増　減
△ 3,690
1,243

△ 2,447

区　分
取 締 役
社 員

計

令和元年度
6
14
20

令和２年度
6
13
19

増　減
0

△ 1
△ 1

合　　　計
令和元年度

25,422
令和２年度

18,494
増　減
△ 6,928

区　　分

〈収　入〉
宿泊温泉売上
飲食宴会売上
売 店 売 上
そ の 他

計
売 上 原 価
売 上 総 利 益
〈費　用〉

人 件 費
そ の 他 経 費

計
営 業 利 益
営 業 外 収 入
※村 補 助 金

計
営 業 外 費 用
経 常 利 益
法人税、事業税
当 期 純 利 益
累 計 利 益

令和元年度
決　算

2,388
2,044
672
212
5,316
1,865
3,451

3,073
2,107
5,180

△ 1,729
84

1,600
1,684
0

△ 45
18

△ 63
△ 1,564

令和２年度
決　算

1,894
1,161
655
198
3,908
1,380
2,528

3,211
1,945
5,156

△ 2,628
1,110
1,300
2,410
0

△ 218
18

△ 236
△ 1,800

差引増減

△ 494
△ 883
△ 17
△ 14

△ 1,408
△ 485
△ 923

138
△ 162
△ 24
△ 899
1,026
△ 300
726
0

△ 173
0

△ 173
△ 236

区　分
あ け び

栗
か り ん

茶
小 梅
中 梅
ゆ ず
ビバパプリコット
て い ざ な す
雑 穀
育 苗
水 稲
そ の 他 野 菜

計

令和元年度
36
0
0
56
1
1

128
5
24
0
0

147
132
530

令和２年度
36
0
0
56
1
1

128
5
24
0
0

147
132
530

増　減
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

区　　分

〈収　入〉
一般受託収入
生産品販売収入
農作業受託収入
商 品 売 上

計
〈費　用〉

人 件 費
（率）

経 費
（率）
計

営 業 利 益
営 業 外 収 入
村 補 助 金

計
支払利息、雑損失等
経 常 利 益
特 別 利 益
特 別 損 失
法 人 税 等
当 期 利 益
累 計 利 益

令和元年度
決　算

389
365
172
0
926

993
68.3
460
31.7
1,453
△527
12

1,138
1,150
0
197
0
0
51
146
142

令和２年度
決　算

129
315
108
1
553

1,105
68.9
499
31.1
1,604
△1,051

46
1,402
1,448
0
38
0
0
12
26
168

差引増減

△ 260
△ 50
△ 64
1

△ 373

112

39

151
△ 524
34
264
298
0

△ 159
0
0

△ 39
△ 120
26

㈲天龍農林業公社  令和２年度の経営状況を公表します
○収支報告 （単位：万円）

（単位：人）○役職員数の状況
区　分

取 締 役
社 員
（臨時労務員 参考）

計

令和元年度
3
1

（31）
4

令和２年度
1
2

（31）
3

増　減
△ 2
1
0

△ 1
※社員数は社長を除く。また臨時労務員は参考。

○事業報告
１.利用契約農地（耕地面積） （単位：ａ）

区　分
田
畑
計

令和元年度
147
441
588

令和２年度
188
479
667

増　減
41
38
79

（単位：ａ）２.遊休利用農業経営面積

令和元年度より分社化され、２年目となりました。収入については、一般
受託が66％ほどの減少、作業者の不足等で全ての作業を受託することが出来
ませんでした。その他の生産品販売、農作業受託も減少となりました。
令和３年度は、計画的な耕作管理と作業受託の増加を目指し、村民の皆様
と行政と連携をさらに強めることを目指し、引き続き農地の荒廃化防止に取
り組んでまいります。



（７）広 報　天　　龍 2021年７月21日 広 報　天　　龍（６）2021年７月21日

※村補助金について ～村民のみなさまへのお願い～
　令和２年度、村では龍泉閣に対して1,300万円の運営補助金を出しています。
　龍泉閣の経営状況は上記表でご確認いただいたとおり、令和２年度は当期純利益が△236万円となっており、実際には（村からの1,300万円
の補助金を除くと）損失が1,536万円発生し、依然として厳しい経営が続いています。こうした状況のなか、龍泉閣の経営を維持していくため
には、1,000万円以上の補助が必要であり、加えて累積損失（令和２年度末現在で1,801万円）の早期解消のためには、更なる補助や経営改善が
必要と考えます、令和２年度は村補助金以外に新型コロナウイルス対策として持続化給付金などの助成金があったことも加味し、前期と比較
し300万円減の1,300万円を村から補助金を出しています。
　村にとって、多額の補助金を出すことは大変なことですが、龍泉閣は、村民の飲食・交流の場、憩いの場のみならず、就労や農産加工品販
売の場となっていて、天龍村に欠かせない施設であり、村としてはやむを得ない支出と考えています。
　村民の皆さまにおかれましては、龍泉閣の厳しい経営状況と村の経営支援についてご理解をお願いするとともに、今後も龍泉閣を積極的に
ご利用いただき、経営向上にご協力くださいますようお願いします。

　令和２年度は、新型コロナウイルスの影響により主要となる宿泊温泉・飲食宴会部門の売上が大幅に減
少するなど、売上収入は3,908万円となりました。売上原価や費用などを差し引いて、村からの補助金など
を加えた最終的な当期純利益は△236万円となっています。
　令和３年度も引き続き新型コロナウイルスの影響により売上が落ち込むなど、厳しい状況が続いていま
すが、本年度は外国人技能実習生の受入れの導入などによりスタッフの人員不足も徐々に解消され、新た
なサービスの提供に努めます。経費についても引き続き無駄を省き、更なる削減に努めてまいりますので、
今後とも積極的に龍泉閣をご利用いただきますようお願いします。

㈲龍泉閣　令和２年度の経営状況を公表します
○収支報告 （単位：万円）

○入浴利用者 （単位：人）

○施設利用者 （単位：人）

（単位：人）○役職員数の状況

○施設利用状況 （単位：人）
区　分

宿 泊 者
宴 会 利 用 者
レストラン利用者
ラウンジ利用者（組）

計

令和元年度
3,100
1,167
8,816
618

13,701

令和２年度
2,155
185
6,149
731
9,220

増　減
△ 945
△ 982
△ 2,667

113
△ 4,481

区　分
一 般 利 用 者
村 民 保 養 券

計

令和元年度
10,146
1,575
11,721

令和２年度
6,456
2,818
9,274

増　減
△ 3,690
1,243

△ 2,447

区　分
取 締 役
社 員

計

令和元年度
6
14
20

令和２年度
6
13
19

増　減
0

△ 1
△ 1

合　　　計
令和元年度

25,422
令和２年度

18,494
増　減
△ 6,928

区　　分

〈収　入〉
宿泊温泉売上
飲食宴会売上
売 店 売 上
そ の 他

計
売 上 原 価
売 上 総 利 益
〈費　用〉

人 件 費
そ の 他 経 費

計
営 業 利 益
営 業 外 収 入
※村 補 助 金

計
営 業 外 費 用
経 常 利 益
法人税、事業税
当 期 純 利 益
累 計 利 益

令和元年度
決　算

2,388
2,044
672
212
5,316
1,865
3,451

3,073
2,107
5,180

△ 1,729
84

1,600
1,684
0

△ 45
18

△ 63
△ 1,564

令和２年度
決　算

1,894
1,161
655
198
3,908
1,380
2,528

3,211
1,945
5,156

△ 2,628
1,110
1,300
2,410
0

△ 218
18

△ 236
△ 1,800

差引増減

△ 494
△ 883
△ 17
△ 14

△ 1,408
△ 485
△ 923

138
△ 162
△ 24
△ 899
1,026
△ 300
726
0

△ 173
0

△ 173
△ 236

区　分
あ け び

栗
か り ん

茶
小 梅
中 梅
ゆ ず
ビバパプリコット
て い ざ な す
雑 穀
育 苗
水 稲
そ の 他 野 菜

計

令和元年度
36
0
0
56
1
1

128
5
24
0
0

147
132
530

令和２年度
36
0
0
56
1
1

128
5
24
0
0

147
132
530

増　減
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

区　　分

〈収　入〉
一般受託収入
生産品販売収入
農作業受託収入
商 品 売 上

計
〈費　用〉

人 件 費
（率）

経 費
（率）
計

営 業 利 益
営 業 外 収 入
村 補 助 金

計
支払利息、雑損失等
経 常 利 益
特 別 利 益
特 別 損 失
法 人 税 等
当 期 利 益
累 計 利 益

令和元年度
決　算

389
365
172
0

926

993
68.3
460
31.7
1,453
△527
12

1,138
1,150
0

197
0
0
51
146
142

令和２年度
決　算

129
315
108
1

553

1,105
68.9
499
31.1
1,604

△1,051
46

1,402
1,448
0
38
0
0
12
26
168

差引増減

△ 260
△ 50
△ 64
1

△ 373

112

39

151
△ 524
34
264
298
0

△ 159
0
0

△ 39
△ 120
26

㈲天龍農林業公社  令和２年度の経営状況を公表します
○収支報告 （単位：万円）

（単位：人）○役職員数の状況
区　分

取 締 役
社 員
（臨時労務員 参考）

計

令和元年度
3
1

（31）
4

令和２年度
1
2

（31）
3

増　減
△ 2
1
0

△ 1
※社員数は社長を除く。また臨時労務員は参考。

○事業報告
１.利用契約農地（耕地面積） （単位：ａ）

区　分
田
畑
計

令和元年度
147
441
588

令和２年度
188
479
667

増　減
41
38
79

（単位：ａ）２.遊休利用農業経営面積

令和元年度より分社化され、２年目となりました。収入については、一般
受託が66％ほどの減少、作業者の不足等で全ての作業を受託することが出来
ませんでした。その他の生産品販売、農作業受託も減少となりました。
令和３年度は、計画的な耕作管理と作業受託の増加を目指し、村民の皆様
と行政と連携をさらに強めることを目指し、引き続き農地の荒廃化防止に取
り組んでまいります。



　
長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
で
は
、
高
齢
者
の
方
の

健
康
づ
く
り
事
業
の
一
環
と
し

て
歯
科
口
腔
健
診
を
行
い
ま

す
。

　
高
齢
に
な
る
と
、
む
せ
こ
ん

だ
り
、
の
ど
に
つ
か
え
た
り
す

る
こ
と
が
多
く
な
り
、
こ
れ
ら

が
原
因
で
誤
嚥
性
（
ご
え
ん
せ

い
）
肺
炎
（
細
菌
が
唾
液
や
胃

液
と
共
に
肺
に
流
れ
込
ん
で
生

じ
る
肺
炎
）
を
起
こ
す
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
お
口
の
健
康
は
、
身
体
の
健

康
へ
の
第
一
歩
で
す
。
固
い
も

の
が
食
べ
に
く
い
方
、
入
れ
歯

が
合
わ
な
い
方
、
特
に
自
覚
症

状
は
な
い
が
お
口
の
状
態
を
確

認
し
た
い
方
な
ど
、
費
用
は
無

料
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会

に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

※

健
診
に
よ
り
治
療
が
必
要
な

場
合
は
、
そ
の
治
療
費
は
本

人
負
担
と
な
り
ま
す
。

●
対
象
者

①
昭
和
20
年
４
月
１
日
〜
昭
和

（５）広報　天　　龍 2021年７月21日 広報　天　　龍（８）2021年７月21日

広
報
天
龍
第
２
０
２
号（
４

月
号
）で
公
表
後
、６
月
30
日
現

在
で
次
の
み
な
さ
ん
か
ら
寄
附

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
ご
希

望
の
方
の
み
、氏
名
を
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

●
伊
藤
雅
也
様
●
内
野
奏
子
様

●
前
嶋
宏
治
様
●
塩
田
宗
光
様

●
内
田
大
心
様
●
村
田
憲
司
様

●
柴
田
優
樹
様
●
山
田
治
和
様

●
山
田
八
重
様
●
藤
井
隆
彦
様

●
三
谷
豊
章
様
●
長
江
　
豊
様

●
板
倉
鐵
郎
様
●
窪
田
任
孝
様

●
山
本
新
一
郎
様

●
小
野
寺
早
葉
様

●
小
野
寺
悠
希
様

今
回
は
２
３
２
名
の
方
か
ら

寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

天
龍
村
ふ
る
さ
と
寄
附
金
は
、

村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、

ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」な
ど

か
ら
も
お
申
込
み
が
で
き
ま
す
。

決
済
方
法
は
金
融
機
関
か
ら
の

振
込
み
の
ほ
か
、ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
も
可
能
で
す
。
電
話
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、役
場
窓
口
で
も

承
り
ま
す
。

◎
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス

http://w
w
w
.furusato-tax.jp/

ふ
る
さ
と
寄
附
金

あ
り
が
と
う

　
　ご
ざ
い
ま
す

利息分※

①福祉に関
する事業

②子育て支
援、学校
教育に関
する事業

③自然環境、
農林業の
振興に関
する事業

④観光に関
する事業

⑤文化･生涯
学 習 ･ ス
ポーツに関
する事業

⑥その他に
関する事
業

使途コース別の寄付金額

寄附金
総　額

基
　
　
　
金

前年度末基金総額⒜

令和２年度
寄　附　金

18,111,000 4,010,000 3,212,000 3,509,000 869,000 665,000 5,846,000

42,763,000 12,249 4,243,001 10,191,000 11,228,000 2,575,500 1,373,500 13,139,750

18,111,000 4,010,000 3,212,000 3,509,000 869,000 665,000 5,846,000

1,000 1,000

7,840,000 2,300,000 1,140,000 2,900,000 1,500,000

53,035,000 13,249 5,953,001 12,263,000 11,837,000 3,444,500 2,038,500 17,485,750

寄附金積立金⒝

運用利子積立金⒞

活用させて頂いた金額
（取り崩し金額）⒟　　
差し引き残額　
⒜＋⒝＋⒞－⒟

※一般財源による加算分も含みます。

　令和２年度の寄附金総額は1,811万1千円、寄附者総数1,122名でした。使途運用状況は下記のとおりです。
　寄附者の方々のご厚意にお応えできるよう基金に積み立て保管しています。基金から得た利息につきましても
積み立てをし、年度末基金総額は5,303万5千円となっています。
  本年度は、小学校・中学校への入学祝金事業、小中学校給食費の補助事業、インフルエンザ予防接種補助事業、
ICTタブレット使用料の財源、東京五輪記念品製作事業の財源、奨学金基金（龍蛇山澤基金）に、みなさんからいただいた
ふるさと寄附金784万円を、その財源として活用させていただきました。

令和２年度 「ふるさと寄附金」運用状況

令和３年５月31日現在

（単位：円）

　
川
西
政
幸
氏
に
、
長
野
県
知

事
表
彰
が
授
与
さ
れ
、
５
月
25

日
㈫
に
県
飯
田
合
同
庁
舎
で
、

松
岡
飯
田
保
健
福
祉
事
務
所
長

か
ら
表
彰
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し

た
。

　
川
西
氏
は
平
成
元
年
か
ら
令

和
２
年
ま
で
の
31
年
間
余
、
医

師
と
し
て
夜
間
や
休
日
、
季
節

を
問
わ
ず
24
時
間
体
制
で
住
民

の
命
を
守
る
た
め
に
ご
尽
力
さ

れ
、
ま
た
、
下
伊
那
南
部
医
療

協
議
会
理
事
、
村
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
嘱
託
医
、
小
中
学
校

の
学
校
医
、
国
保
運
営
協
議
会

委
員
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ

う
し
た
地
域
医
療
に
多
大
に
貢

献
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、

今
回
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

前
天
龍
村
診
療
所
長

川
西
政
幸
氏

県
知
事
表
彰

（
保
健
衛
生
表
彰「
へ
き
地
医
療
」）

実
践
す
る
こ
と
で
す
。

①
つ
け
な
い
＝
洗
う
・
分
け
る

　
調
理
前
、
食
事
前
、
生
肉
や

魚
を
触
っ
た
後
な
ど
に
は
、
必

ず
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

　
野
菜
等
の
食
材
も
流
水
で
き

れ
い
に
洗
い
、
生
で
食
べ
る
食

品
と
加
熱
す
る
食
品
は
別
々
に

扱
い
ま
し
ょ
う
。

②
増
や
さ
な
い
＝
低
温
で
保
存

す
る

　
購
入
し
た
食
品
も
余
っ
た
食

品
も
で
き
る
だ
け
早
く
冷
蔵
庫

に
入
れ
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
冷

蔵
庫
に
入
れ
て
も
細
菌
は
ゆ
っ

く
り
増
殖
し
ま
す
の
で
、
早
め

に
食
べ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
や
っ
つ
け
る
＝
加
熱
処
理

　
食
材
の
中
心
ま
で
よ
く
加
熱

す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

　
調
理
器
具
は
、
洗
剤
で
よ
く

洗
っ
て
か
ら
、
熱
湯
を
か
け
た

り
、
台
所
用
殺
菌
剤
を
使
っ
て

殺
菌
し
て
く
だ
さ
い
。

　
お
う
吐
や
下
痢
の
症
状
は
、

原
因
物
質
を
排
除
し
よ
う
と
い

う
体
の
防
衛
反
応
で
す
。
市
販

の
下
痢
止
め
な
ど
の
薬
を
む
や

み
に
服
用
せ
ず
、
早
め
に
受
診

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
お
う
吐

物
を
処
理
す
る
際
は
手
袋
を
し
、

消
毒
を
し
っ
か
り
し
て
く
だ
さ

い
。

　
食
中
毒
は
、
飲
食
店
で
の
食

事
だ
け
で
な
く
、
家
庭
の
食
事

で
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
家
庭
で
は
症
状
が
軽
か
っ
た

り
、
発
症
す
る
人
が
一
人
や
二

人
の
こ
と
が
多
い
こ
と
か
ら
、

風
邪
や
寝
冷
え
な
ど
と
思
わ
れ

が
ち
で
、
食
中
毒
と
は
気
づ
か

れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
食
中
毒
を
引
き
起
こ
す
主
な

原
因
は
、目
に
は
見
え
な
い「
細

菌
」
と
「
ウ
イ
ル
ス
」
で
す
。

細
菌
は
温
度
や
湿
度
な
ど
の
条

件
が
そ
ろ
う
と
食
べ
物
の
中
で

増
殖
し
、
そ
れ
を
食
べ
る
こ
と

に
よ
り
食
中
毒
を
引
き
起
こ
し

ま
す
。
ウ
イ
ル
ス
は
低
温
や
乾

燥
し
た
環
境
中
で
長
く
生
存
し
、

細
菌
の
よ
う
に
食
べ
物
の
中
で

は
増
殖
し
ま
せ
ん
が
、
ウ
イ
ル

ス
が
つ
い
た
食
べ
物
が
体
内
に

入
る
と
腸
管
内
で
増
殖
し
、
食

中
毒
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　
食
品
を
購
入
し
て
か
ら
調
理

し
て
食
べ
る
ま
で
の
過
程
で
、

細
菌
を
「
つ
け
な
い
」「
増
や

さ
な
い
」「
や
っ
つ
け
る
」
を

安
全
に
食
事
を

　
　
　す
る
た
め
に

安
全
に
食
事
を

　
　
　す
る
た
め
に

安
全
に
食
事
を

　
　
　す
る
た
め
に

保
健
師
だ
よ
り

原
因
は
何
？

食
中
毒
か
な
と
思
っ
た
ら

食
中
毒
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

21
年
３
月
31
日
生
ま
れ
の
被

保
険
者
（
令
和
２
年
度
に
75

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
方
）

②
昭
和
16
年
４
月
１
日
〜
昭
和

20
年
３
月
31
日
生
ま
れ
の
被

保
険
者
（
令
和
２
年
度
に
76

〜
79
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た

方
）
の
う
ち
、
直
近
で
生
活

習
慣
病
に
係
る
受
診
を
さ
れ

た
経
歴
が
あ
り
、
か
つ
、
令

和
２
年
度
に
歯
科
医
療
の
受

診
が
な
か
っ
た
方

●
６
月
下
旬
に
対
象
者
に
対

し
、
案
内
通
知
と
受
診
券
を

送
付
し
ま
し
た
。

●
健
診
期
間

令
和
３
年
７
月
１
日
㈭
か
ら

令
和
３
年
12
月
30
日
㈭

●
対
象
医
療
機
関

　
歯
科
医
師
会
所
属
の
歯
科
医

院
（
一
部
の
病
院
を
除
く
）

●
予
約
方
法

　
対
象
医
療
機
関
へ
直
接
予
約

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
受
診
時
に
必
要
な
も
の

受
診
券
・
被
保
険
者
証
・
お

薬
手
帳
（
無
い
場
合
は
、
不

要
で
す
）

●
お
問
い
合
わ
せ
先

長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
保
健
事
業
室

☎
０
２
６（
２
２
９
）５
３
２
０

歯
科
口
腔
健
診
を

　
　受
け
ま
し
ょ
う

〜
後
期
高
齢
者

　歯
科
口
腔

　
　
　健
診
〜

　
現
在
お
使
い
の
左
記
の
保

険
証
な
ど
の
有
効
期
限
は
令

和
３
年
７
月
31
日
ま
で
で
す
。

◎「
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
兼
高
齢
受
給
者
証
」

◎「
後
期
高
齢
者
医
療
被
保

険
者
証
」

◎「
福
祉
医
療
受
給
者
証
」

　
そ
れ
ぞ
れ
の
加
入
者
に
新

し
い
保
険
証
な
ど
を
送
付
し

ま
す
。
８
月
１
日
以
降
に
お

医
者
さ
ん
に
か
か
る
時
に
は
、

新
し
い
保
険
証
な
ど
を
窓
口

に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

◎「
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
」「
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

　
入
院
時
な
ど
に
食
事
代
な

ど
を
減
額
す
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
で
、
住
民
税
非
課
税

世
帯
の
方
が
対
象
に
な
り
ま

す
。
申
請
や
更
新
が
必
要
な

場
合
は
、
役
場
ま
た
は
南
支

所
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

70
歳
以
下
の
方
の
入
院
時

の
医
療
費
を
所
得
に
応
じ
た

限
度
額
ま
で
に
留
め
る
こ
と

が
で
き
る
認
定
証
で
、
70
歳

以
下
の
方
で
国
保
税
滞
納
さ

れ
て
い
な
い
方
が
対
象
に
な

り
ま
す
。
申
請
及
び
更
新
が

必
要
な
場
合
は
役
場
及
び
南

支
所
で
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
ご
不
明
な
点
は
、
住
民
課

健
康
支
援
係
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

保
険
証
な
ど
８
月
か
ら
変
わ
り

ま
す
。更
新
、申
請
を
忘
れ
ず
に

川
西
氏（
右
）と
松
岡
所
長

撮
影
会
の
様
子

　
天
龍
村
と
Ｊ
Ｒ
東
海
伊
那
松

島
運
輸
区
、
お
よ
び
飯
田
女
子

高
校
の
３
者
が
協
力
し
、
飯
田

線
沿
線
の
魅
力
を
発
信
す
る
村

の
探
訪
マ
ッ
プ
の
制
作
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。
マ
ッ
プ
制
作
に
あ
た
り
、

全
国
大
会
へ
の
出
場
実
績
が
あ

る
飯
田
女
子
高
の
写
真
部
の
み

な
さ
ん
を
村
に
お
招
き
し
、
村

内
で
写
真
撮
影
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
厳
選
し
た
写
真
が
夏
休

み
期
間
に
マ
ッ
プ
と
と
も
に
飯

田
線
の
車
内
に
掲
示
さ
れ
ま

す
。
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
上
、
掲

示
さ
れ
る
車
両
が
限
定
さ
れ
る

そ
う
で
す
が
、
是
非
ご
注
目
く

だ
さ
い
。

（
産
学
官
連
携
事
業
）

天
龍
村
の
写
真
が
Ｊ
Ｒ

飯
田
線
に
掲
示
さ
れ
ま
す

撮影会の様子



　
人
権
擁
護
委
員
に
宮
澤
英
行

氏
（
西
原
区
）
が
選
出
さ
れ
、

７
月
１
日
付
け
で
法
務
大
臣
か

ら
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。

　
宮
澤
氏
は
昭
和
48
年
か
ら
村

職
員
と
し
て
、
ま
た
平
成
29
年

か
ら
天
龍
村
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
と
し
て
、
社
会
教
育
や
地

域
福
祉
の
向
上
な
ど
に
努
め
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
任
期
は
令
和
３
年
７
月
１
日

（９）広報　天　　龍 2021年７月21日 広報　天　　龍（４）2021年７月21日

人
権
擁
護
委
員
に

　
　宮
澤
英
行
氏

監
査
委
員（
議
会
選
出
）

に
村
松
小
司
郎
氏
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令和3年7月まで 見直し後（令和3年8月～）

令和3年7月まで 見直し後（令和3年8月～）令和3年7月まで 見直し後（令和3年8月～）

か
ら
令
和
６
年
６
月
30
日
ま
で

の
３
年
間
で
す
。

　
人
権
に
関
す
る
諸
問
題
の
相

談
に
応
じ
、
問
題
解
決
に
向
け

て
取
り
組
み
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　
５
月
臨
時
議
会
の
同
意
に
よ

り
、
４
月
末
を
も
っ
て
任
期
満

了
に
よ
り
監
査
委
員
（
議
会
選

出
）
を
退
任
さ
れ
た
熊
谷
美
沙

子
氏
の
後
任
と
し
て
、
村
松
小

司
郎
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
任
期
は
、
令
和
３
年
５
月
７

日
か
ら
令
和
７
年
４
月
30
日
ま

で
の
４
年
間
で
す
。

６月４日㈮に、村が行っている災害復旧事業、道路改
良事業及び村有林整備事業などの現場を視察し、村担当
職員の説明を受けました。
また、６月11日㈮には、南部建設事務所との行政交流
会が開催され、村内で行われている国道418号天竜川橋
の事業進捗や今後の工事計画、足瀬の災害復旧事業、飯
田富山佐久間線松崎の改良計画及び村道大河内線の県代
行による道路改良事業等に関する説明を受けました。
国・県道の通行止め早期解消や改良促進、維持整備に
ついて強く要望を行い、互いに協力しあうことを確認し
閉会しました。

議会村内視察及び南部建設事務所との交流会

▶
村
内
視
察

◀
南
部
建
設
事
務
所

　
と
の
行
政
交
流
会

天龍村議会議員名簿
【令和3年5月1日～令和５年4月30日(敬称略)】

議長：熊谷美沙子 副議長：後藤　知久
議員及び議席番号

1 兼宗　　真 2 村松　克一 3 大平　正長
4 村松小司郎 5 板倉　幸正 6 秦　治三夫
7 後藤　知久 8 熊谷美沙子

議会常任委員会
委員会名 委員長 副委員長 委　員

総務社会
常任委員会 村松　克一 村松小司郎

兼宗　　真
熊谷美沙子

建設産業
常任委員会 秦　治三夫 板倉　幸正

大平　正長
後藤　知久

議会運営委員会
委員長 副委員長 委　員

後藤　知久 村松　克一
兼宗　　真 板倉　幸正
熊谷美沙子 村松小司郎
大平　正長 秦　治三夫

南信州広域連合
南信州広域連合議員 熊谷美沙子

組合議会
下伊那南部総合事務組合議員 大平　正長 村松小司郎

南部地区議員会評議員
熊谷美沙子 村松　克一
後藤　知久

阿南高等学校協力会 村松　克一 兼宗　　真
森林・林業・林産業
活性化議員連盟 秦　治三夫 板倉　幸正



の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
プ
レ
ー
代
…
大
人
5
0
0
円
、

小
人
2
0
0
円（
中
学
生
以
下
）

●
営
業
期
間
…
４
月
１
日
㈭
か
ら

11
月
30
日
㈫

●
定
休
日
…
毎
週
火
曜
日

●
予
約
・
お
問
い
合
せ
先

　
地
域
振
興
課
商
工
観
光
係

　（
☎
32
―
1
0
2
3
）

　
今
年
度
の
第
36
回
ふ
る
さ
と
夏

ま
つ
り
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か

ら
、
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　
３
年
続
け
て
中
止
に
せ
ざ
る
を

得
な
い
状
況
と
な
っ
た
こ
と
は
大

変
残
念
で
す
が
、
来
年
こ
そ
は
村

民
の
み
な
さ
ん
や
村
外
か
ら
帰
省

な
ど
さ
れ
る
み
な
さ
ん
が
と
も
に

楽
し
め
る
夏
ま
つ
り
が
、
盛
大
に

開
催
さ
れ
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま

す
。

　
４
月
24
日
㈯
に
第
19
回
天
龍
村

長
杯
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
が
ニ
セ

ン
ジ
パ
タ
ー
＆
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

場
で
開
催
さ
れ
、
20
名
の
方
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
優
勝
者
は
、
鶯
巣
宇
連

区
の
上
竹
裕
光
さ
ん
で
し
た
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

　
次
回
は
11
月
に
開
催
を
予
定
し

て
い
ま
す
の
で
、
多
く
の
み
な
さ

ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ニ
セ
ン
ジ
パ
タ
ー
＆

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
は
11
月
末
ま

で
、
定
休
日
を
除
き
休
ま
ず
営
業

し
て
い
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
々

　
５
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
、
優
先
接
種

の
対
象
と
な
る
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
と

医
療
従
事
者
な
ど
の
接
種
が
終
了
し
ま
し

た
。
７
月
か
ら
は
ワ
ク
チ
ン
が
届
く
予
定

に
合
わ
せ
て
、
64
歳
以
下
の
希
望
さ
れ
る

み
な
さ
ん
に
接
種
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
ん
で
も
、
マ
ス
ク

の
着
用
・
石
け
ん
と
流
水
に
よ
る
手
洗
い
・

ア
ル
コ
ー
ル
手
指
消
毒
は
引
き
続
き
行
い

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
部
屋
の
換
気
を
こ
ま

め
に
行
い
、
互
い
の
距
離
を
保
つ
な
ど
、

密
閉
・
密
集
・
密
接
を
避
け
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
分
か
ら
な
い

こ
と
は
、
住
民
課
健
康
支
援
係
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（11）広 報　天　　龍 2021年７月21日 広報　天　　龍（10）2021年７月21日

▶お問い合わせ▶ 自衛隊長野地方協力本部飯田出張所 ☎0265－22－2613
（飯田市大久保町2637－3 飯田地方合同庁舎）　  nagano.pco-ida@rct.gsdf.mod.go.jp

採用試験日
１次：９月17日㈮～19日㈰のうち１日

受付時に通知

１次：９月20日㈪

９月25日㈯・26日㈰
１次：９月25日㈯
１次：11月６日㈯・７日㈰
１次：10月23日㈯
１次：10月16日㈯

受付期間
７月１日㈭～９月６日㈪
年間通じて実施

７月１日㈭～９月９日㈭

９月５日㈰～９月10日㈮

７月１日㈭～10月27日㈬
７月１日㈭～10月13日㈬
７月１日㈭～10月６日㈬

受験資格
1 8 歳 以 上 3 3 歳 未 満
1 8 歳 以 上 3 3 歳 未 満
海：高卒（見込含）23歳未満
空：高卒（見込含）21歳未満

高卒（見込含）21歳未満

高卒（見込含）21歳未満

募集項目
一般曹候補生
自衛官候補生

航空学生

防衛大学校学生

防衛医科大学校

令和３年度　自 衛 官 募 集 案 内

推　　薦
総合選抜
一　　般
医 学 科
看護学科

※新規高卒者の採用試験は、政府の方針により10月以降に変更される可能性があります。

お
き
よ
め
会
場
集
団
接
種

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の

　
　
　予
防
接
種
に
つ
い
て

第
19
回
パ
タ
ー

　ゴ
ル
フ
大
会
開
催
！保育所・小学校・中学校・公民館と合同により行います

※新型コロナウイルス感染症の影響により、規模縮小又は、中止とすることもあります。

9月11日土（雨天 ９月12日日）
天龍小学校グラウンド

と　き

ところ

第19回

9 11
天龍村大運動会開催

ふ
る
さ
と
夏
ま
つ
り
の
中
止

図
書
館
新
着
本
紹
介

図
書
館
新
着
本
紹
介

　
図
書
館
に
新
た
に
本
が
入
り

ま
し
た
。一

般
購
入
図
書

◇
幼
児
・
児
童
向
け

・
と
も
だ
ち
い
っ
し
ゅ
う
か
ん

・
い
い
か
ら
い
い
か
ら

・
ル
ラ
ル
さ
ん
の
に
わ

・
ぎ
ょ
う
れ
つ
の
で
き
る

　
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
や
さ
ん

・
ノ
ラ
ネ
コ
ぐ
ん
だ
ん

　
パ
ン
こ
う
じ
ょ
う

◇
一
般
向
け

・
論
語
と
算
盤

・
こ
の
平
和
へ
の
願
い

　
長
野
県
開
拓
団
の
記
録

・
パ
チ
ン
コ
上
・
下

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
ツ
リ
ー

・
野
菜
を
す
ん
ご
く
お
い
し
く

　
食
べ
る
レ
シ
ピ

◇
Ｄ
Ｖ
Ｄ

・
劇
場
版
鬼
滅
の
刃

　
無
限
列
車
編

寄
贈
図
書

・
や
も
り
の
や
っ
ち
ゃ
ん
と
の

　
１
し
ゅ
う
か
ん

・
飯
田
線
開
通
の
夢
と
勇
気

　
私
た
ち
に
託
さ
れ
た
も
の

・
島
崎
藤
村
夜
明
け
前
詩
画
集

・
ベ
ラ
ン
ダ
に
手
を
ふ
っ
て

・
福
島
環
境
再
生

　
１
０
０
人
の
記
憶

　
ご
紹
介
し
た
図
書
は
一
部
で

あ
り
、
他
に
も
本
が
入
っ
て
き

て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来

館
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
図
書
館
で
は
読
ん
で

み
た
い
本
、
観
て
み
た
い
Ｄ
Ｖ

Ｄ
な
ど
の
リ
ク
エ
ス
ト
を
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。

◎
天
龍
村
図
書
館

　
　
☎
32
‐
３
２
０
６

　
浄
化
槽
エ
リ
ア
（
平
岡
地
区

外
）
内
の
浄
化
槽
管
理
者
の
方

に
対
し
、
法
定
検
査
受
検
実
施

に
お
け
る
補
助
を
行
い
ま
す
。

　
補
助
額
は
、
浄
化
槽
１
基
あ

た
り
５
，
０
０
０
円
で
す
。
役

場
及
び
南
支
所
に
備
え
付
け
て

あ
り
ま
す
申
請
書
に
必
要
事
項

を
ご
記
入
の
上
、
受
検
の
際
の

領
収
書
を
添
付
し
、
建
設
課
環

境
水
道
係
（
32
）1
0
2
2
ま

で
申
請
く
だ
さ
い
。

●
浄
化
槽
法
廷
検
査
料

　
５
，
０
０
０
円

●
浄
化
槽
法
廷
検
査
料
補
助
金

　
５
，
０
０
０
円

　
浄
化
槽
法
で
は
、
清
ら
か
な

水
や
豊
富
な
地
下
水
な
ど
の
自

然
環
境
を
守
る
た
め
、
保
守
点

検
や
清
掃
の
他
、
法
定
検
査
を

義
務
付
け
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、

県
知
事
が
指
定
す
る
検
査
機
関

が
毎
年
１
回
第
三
者
の
目
で

チ
ェ
ッ
ク
し
、
そ
の
検
査
結
果

を
県
へ
報
告
す
る
も
の
で
す
。

▼
検
査
項
目

①
浄
化
槽
設
備
が
正
常
に
作
動

し
て
い
る
か
（
外
観
検
査
）

②
放
流
水
が
水
質
基
準
を
満
た

し
て
い
る
か
（
水
質
検
査
）

③
保
守
点
検
や
清
掃
が
適
正
に

行
わ
れ
て
い
る
か
（
書
類
検

査
）

▼
法
定
検
査
の
結
果
に
問
題
が

あ
っ
た
ら
？

　
放
置
し
て
お
く
と
県
か
ら
指

導
が
行
わ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
保
守
点
検
業
者
や
清

掃
業
者
に
す
ぐ
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
公
益
社
団
法
人
　
長
野
県
浄

化
槽
協
会
南
信
支
所

☎
０
２
６
５（
72
）５
７
４
０

　
５
月
28
日
㈮
、
長
野
県
教
育

委
員
会
教
育
長
職
務
代
理
で
あ

る
伏
木
久
始
信
州
大
学
教
授
を

「
天
龍
村
学
校
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」

と
し
て
永
嶺
村
長
よ
り
任
命
書

の
交
付
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
学
校
を
含
め
た
教
育
全
般
、

ま
た
、
今
年
度
か
ら
教
育
委
員

会
内
に
設
置
し
た
併
設
学
校
整

備
室
に
対
し
て
、
専
門
的
な
知

見
か
ら
意
見
や
ア
ド
バ
イ
ス
を

い
た
だ
き
ま
す
。

浄
化
槽
の

法
定
検
査
を

受
検
し
ま
し
ょ
う

に
伏
木
久
始

　信
州
大
学
教
授

　
　
　
　を
任
命

「
天
龍
村
学
校

　ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」

浄
化
槽
法
定
点
検
の

一
部
を
助
成
し
ま
す

▶
伏
木
先
生
任
命
式

参加者全員で記念撮影

天
龍
中
学
校
体
育

館
会
場
の
受
付

　
昨
年
度
、
高
齢
者
の
見
守
り

を
目
的
と
し
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
事

業
に
お
い
て
、
使
用
料
の
徴
収

事
務
を
怠
っ
て
い
た
り
、
高
齢

者
施
設
利
用
者
に
対
す
る
自
己

負
担
金
の
請
求
漏
れ
や
金
額
の

誤
り
、
工
事
関
係
書
類
の
紛
失

及
び
未
払
い
な
ど
、
職
員
の
不

適
正
な
事
務
処
理
が
発
覚
し
ま

し
た
。

　
こ
の
こ
と
に
関
し
、村
民
の
皆

様
を
は
じ
め
、多
く
の
皆
様
に

多
大
な
ご
迷
惑
を
お
掛
け
す
る

と
と
も
に
、村
へ
の
信
頼
を
大
き

く
損
ね
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
過
去
に
も
同
様
の
非

違
行
為
が
発
生
し
て
お
り
、
そ

の
都
度
、
再
発
防
止
向
け
た
取

組
み
を
行
っ
て
き
た
に
も
関
わ

ら
ず
、
再
び
発
生
す
る
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
事
案
は
、
特
定
の
職

員
が
行
っ
た
行
為
と
は
い
え
、

役
場
全
体
の
問
題
と
し
て
重
く

受
け
止
め
、
再
発
防
止
に
向
け

て
、
職
員
の
意
識
改
革
や
、
さ

ら
な
る
綱
紀
粛
正
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
関
係
さ
れ
ま
し
た
皆
様
に
対

し
ま
し
て
、
心
よ
り
お
詫
び
申

し
あ
げ
ま
す
。

◆
職
員
の
不
適
正
な
事
務
に

　対
す
る
お
詫
び



の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
プ
レ
ー
代
…
大
人
5
0
0
円
、

小
人
2
0
0
円（
中
学
生
以
下
）

●
営
業
期
間
…
４
月
１
日
㈭
か
ら

11
月
30
日
㈫

●
定
休
日
…
毎
週
火
曜
日

●
予
約
・
お
問
い
合
せ
先

　
地
域
振
興
課
商
工
観
光
係

　（
☎
32
―
1
0
2
3
）

　
今
年
度
の
第
36
回
ふ
る
さ
と
夏

ま
つ
り
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か

ら
、
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　
３
年
続
け
て
中
止
に
せ
ざ
る
を

得
な
い
状
況
と
な
っ
た
こ
と
は
大

変
残
念
で
す
が
、
来
年
こ
そ
は
村

民
の
み
な
さ
ん
や
村
外
か
ら
帰
省

な
ど
さ
れ
る
み
な
さ
ん
が
と
も
に

楽
し
め
る
夏
ま
つ
り
が
、
盛
大
に

開
催
さ
れ
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま

す
。

　
４
月
24
日
㈯
に
第
19
回
天
龍
村

長
杯
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
が
ニ
セ

ン
ジ
パ
タ
ー
＆
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

場
で
開
催
さ
れ
、
20
名
の
方
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
優
勝
者
は
、
鶯
巣
宇
連

区
の
上
竹
裕
光
さ
ん
で
し
た
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

　
次
回
は
11
月
に
開
催
を
予
定
し

て
い
ま
す
の
で
、
多
く
の
み
な
さ

ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ニ
セ
ン
ジ
パ
タ
ー
＆

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
は
11
月
末
ま

で
、
定
休
日
を
除
き
休
ま
ず
営
業

し
て
い
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
々

　
５
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
、
優
先
接
種

の
対
象
と
な
る
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
と

医
療
従
事
者
な
ど
の
接
種
が
終
了
し
ま
し

た
。
７
月
か
ら
は
ワ
ク
チ
ン
が
届
く
予
定

に
合
わ
せ
て
、
64
歳
以
下
の
希
望
さ
れ
る

み
な
さ
ん
に
接
種
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
ん
で
も
、
マ
ス
ク

の
着
用
・
石
け
ん
と
流
水
に
よ
る
手
洗
い
・

ア
ル
コ
ー
ル
手
指
消
毒
は
引
き
続
き
行
い

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
部
屋
の
換
気
を
こ
ま

め
に
行
い
、
互
い
の
距
離
を
保
つ
な
ど
、

密
閉
・
密
集
・
密
接
を
避
け
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
分
か
ら
な
い

こ
と
は
、
住
民
課
健
康
支
援
係
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（11）広 報　天　　龍 2021年７月21日 広報　天　　龍（10）2021年７月21日

▶お問い合わせ▶ 自衛隊長野地方協力本部飯田出張所 ☎0265－22－2613
（飯田市大久保町2637－3 飯田地方合同庁舎）　  nagano.pco-ida@rct.gsdf.mod.go.jp

採用試験日
１次：９月17日㈮～19日㈰のうち１日

受付時に通知

１次：９月20日㈪

９月25日㈯・26日㈰
１次：９月25日㈯
１次：11月６日㈯・７日㈰
１次：10月23日㈯
１次：10月16日㈯

受付期間
７月１日㈭～９月６日㈪
年間通じて実施

７月１日㈭～９月９日㈭

９月５日㈰～９月10日㈮

７月１日㈭～10月27日㈬
７月１日㈭～10月13日㈬
７月１日㈭～10月６日㈬

受験資格
1 8 歳 以 上 3 3 歳 未 満
1 8 歳 以 上 3 3 歳 未 満
海：高卒（見込含）23歳未満
空：高卒（見込含）21歳未満

高卒（見込含）21歳未満

高卒（見込含）21歳未満

募集項目
一般曹候補生
自衛官候補生

航空学生

防衛大学校学生

防衛医科大学校

令和３年度　自 衛 官 募 集 案 内

推　　薦
総合選抜
一　　般
医 学 科
看護学科

※新規高卒者の採用試験は、政府の方針により10月以降に変更される可能性があります。

お
き
よ
め
会
場
集
団
接
種

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の

　
　
　予
防
接
種
に
つ
い
て

第
19
回
パ
タ
ー

　ゴ
ル
フ
大
会
開
催
！保育所・小学校・中学校・公民館と合同により行います

※新型コロナウイルス感染症の影響により、規模縮小又は、中止とすることもあります。

9月11日土（雨天 ９月12日日）
天龍小学校グラウンド

と　き

ところ

第19回

天龍村大運動会開催

ふ
る
さ
と
夏
ま
つ
り
の
中
止

図
書
館
新
着
本
紹
介

図
書
館
新
着
本
紹
介

　
図
書
館
に
新
た
に
本
が
入
り

ま
し
た
。一

般
購
入
図
書

◇
幼
児
・
児
童
向
け

・
と
も
だ
ち
い
っ
し
ゅ
う
か
ん

・
い
い
か
ら
い
い
か
ら

・
ル
ラ
ル
さ
ん
の
に
わ

・
ぎ
ょ
う
れ
つ
の
で
き
る

　
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
や
さ
ん

・
ノ
ラ
ネ
コ
ぐ
ん
だ
ん

　
パ
ン
こ
う
じ
ょ
う

◇
一
般
向
け

・
論
語
と
算
盤

・
こ
の
平
和
へ
の
願
い

　
長
野
県
開
拓
団
の
記
録

・
パ
チ
ン
コ
上
・
下

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
ツ
リ
ー

・
野
菜
を
す
ん
ご
く
お
い
し
く

　
食
べ
る
レ
シ
ピ

◇
Ｄ
Ｖ
Ｄ

・
劇
場
版
鬼
滅
の
刃

　
無
限
列
車
編

寄
贈
図
書

・
や
も
り
の
や
っ
ち
ゃ
ん
と
の

　
１
し
ゅ
う
か
ん

・
飯
田
線
開
通
の
夢
と
勇
気

　
私
た
ち
に
託
さ
れ
た
も
の

・
島
崎
藤
村
夜
明
け
前
詩
画
集

・
ベ
ラ
ン
ダ
に
手
を
ふ
っ
て

・
福
島
環
境
再
生

　
１
０
０
人
の
記
憶

　
ご
紹
介
し
た
図
書
は
一
部
で

あ
り
、
他
に
も
本
が
入
っ
て
き

て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来

館
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
図
書
館
で
は
読
ん
で

み
た
い
本
、
観
て
み
た
い
Ｄ
Ｖ

Ｄ
な
ど
の
リ
ク
エ
ス
ト
を
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。

◎
天
龍
村
図
書
館

　
　
☎
32
‐
３
２
０
６

　
浄
化
槽
エ
リ
ア
（
平
岡
地
区

外
）
内
の
浄
化
槽
管
理
者
の
方

に
対
し
、
法
定
検
査
受
検
実
施

に
お
け
る
補
助
を
行
い
ま
す
。

　
補
助
額
は
、
浄
化
槽
１
基
あ

た
り
５
，
０
０
０
円
で
す
。
役

場
及
び
南
支
所
に
備
え
付
け
て

あ
り
ま
す
申
請
書
に
必
要
事
項

を
ご
記
入
の
上
、
受
検
の
際
の

領
収
書
を
添
付
し
、
建
設
課
環

境
水
道
係
（
32
）1
0
2
2
ま

で
申
請
く
だ
さ
い
。

●
浄
化
槽
法
廷
検
査
料

　
５
，
０
０
０
円

●
浄
化
槽
法
廷
検
査
料
補
助
金

　
５
，
０
０
０
円

　
浄
化
槽
法
で
は
、
清
ら
か
な

水
や
豊
富
な
地
下
水
な
ど
の
自

然
環
境
を
守
る
た
め
、
保
守
点

検
や
清
掃
の
他
、
法
定
検
査
を

義
務
付
け
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、

県
知
事
が
指
定
す
る
検
査
機
関

が
毎
年
１
回
第
三
者
の
目
で

チ
ェ
ッ
ク
し
、
そ
の
検
査
結
果

を
県
へ
報
告
す
る
も
の
で
す
。

▼
検
査
項
目

①
浄
化
槽
設
備
が
正
常
に
作
動

し
て
い
る
か
（
外
観
検
査
）

②
放
流
水
が
水
質
基
準
を
満
た

し
て
い
る
か
（
水
質
検
査
）

③
保
守
点
検
や
清
掃
が
適
正
に

行
わ
れ
て
い
る
か
（
書
類
検

査
）

▼
法
定
検
査
の
結
果
に
問
題
が

あ
っ
た
ら
？

　
放
置
し
て
お
く
と
県
か
ら
指

導
が
行
わ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
保
守
点
検
業
者
や
清

掃
業
者
に
す
ぐ
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
公
益
社
団
法
人
　
長
野
県
浄

化
槽
協
会
南
信
支
所

☎
０
２
６
５（
72
）５
７
４
０

　
５
月
28
日
㈮
、
長
野
県
教
育

委
員
会
教
育
長
職
務
代
理
で
あ

る
伏
木
久
始
信
州
大
学
教
授
を

「
天
龍
村
学
校
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」

と
し
て
永
嶺
村
長
よ
り
任
命
書

の
交
付
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
学
校
を
含
め
た
教
育
全
般
、

ま
た
、
今
年
度
か
ら
教
育
委
員

会
内
に
設
置
し
た
併
設
学
校
整

備
室
に
対
し
て
、
専
門
的
な
知

見
か
ら
意
見
や
ア
ド
バ
イ
ス
を

い
た
だ
き
ま
す
。

浄
化
槽
の

法
定
検
査
を

受
検
し
ま
し
ょ
う

に
伏
木
久
始

　信
州
大
学
教
授

　
　
　
　を
任
命

「
天
龍
村
学
校

　ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」

浄
化
槽
法
定
点
検
の

一
部
を
助
成
し
ま
す

▶
伏
木
先
生
任
命
式

参加者全員で記念撮影

天
龍
中
学
校
体
育

館
会
場
の
受
付

　
昨
年
度
、
高
齢
者
の
見
守
り

を
目
的
と
し
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
事

業
に
お
い
て
、
使
用
料
の
徴
収

事
務
を
怠
っ
て
い
た
り
、
高
齢

者
施
設
利
用
者
に
対
す
る
自
己

負
担
金
の
請
求
漏
れ
や
金
額
の

誤
り
、
工
事
関
係
書
類
の
紛
失

及
び
未
払
い
な
ど
、
職
員
の
不

適
正
な
事
務
処
理
が
発
覚
し
ま

し
た
。

　
こ
の
こ
と
に
関
し
、村
民
の
皆

様
を
は
じ
め
、多
く
の
皆
様
に

多
大
な
ご
迷
惑
を
お
掛
け
す
る

と
と
も
に
、村
へ
の
信
頼
を
大
き

く
損
ね
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
過
去
に
も
同
様
の
非

違
行
為
が
発
生
し
て
お
り
、
そ

の
都
度
、
再
発
防
止
向
け
た
取

組
み
を
行
っ
て
き
た
に
も
関
わ

ら
ず
、
再
び
発
生
す
る
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
事
案
は
、
特
定
の
職

員
が
行
っ
た
行
為
と
は
い
え
、

役
場
全
体
の
問
題
と
し
て
重
く

受
け
止
め
、
再
発
防
止
に
向
け

て
、
職
員
の
意
識
改
革
や
、
さ

ら
な
る
綱
紀
粛
正
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
関
係
さ
れ
ま
し
た
皆
様
に
対

し
ま
し
て
、
心
よ
り
お
詫
び
申

し
あ
げ
ま
す
。

◆
職
員
の
不
適
正
な
事
務
に

　対
す
る
お
詫
び
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広 報
天 龍 村 役 場
総 務 課
斎 藤 印 刷 所

発行
編集
印刷

私たちの村
－７月１日現在－
人口 1,186 人

男 565 人 女 621 人
世帯数 667 世帯

2021年7月21日

　５月31日㈪に天龍ピカピカ大作戦が行われました。
　当日は、天龍小学校児童をはじめ下伊那南部建設事務所、中部電力、婦人会、一般の方などにご参加い
ただき羽衣崎～平岡ダム、月見大橋～キャンプ場、龍泉閣～十方峡トンネル付近の３区間で、道路周辺の
美化活動を行いました。
　拾ったごみは約30㎏で、空き缶やプラゴミ、中には農機具のタイヤなども回収することができ、沿道が
とても綺麗になりました。天龍ピカピカ大作戦は毎年実施しており、今年で22年目となりました。ごみの
ない天龍村がいつまでも保たれるように改めて一人一人が心がけましょう。

　
６
月
16
日
㈬
、
福
島
地
区
と

的
瀬
地
区
を
結
ぶ
仮
称
神
原
ト

ン
ネ
ル
の
安
全
祈
願
祭
が
、
的

瀬
側
坑
口
前
で
、
施
工
業
者
の

岡
谷
組
・
小
池
建
設
J
V
の
主

催
に
よ
り
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
に
は
県
や
村
、
近
隣
地

区
の
方
な
ど
が
参
列
し
、
玉
串

拝
礼
な
ど
の
神
事
や
、
発
注
者

の
飯
田
建
設
事
務
所
細
川
容
宏

所
長
と
施
工
業
者
を
代
表
し
㈱

岡
谷
組
野
口
行
敏
代
表
取
締
役

か
ら
ご
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
永
嶺
村
長
か

ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
、
工
事
の

安
全
を
祈
念
し
ま
し
た
。

　
こ
の
工
事
は
、
令
和
２
年
１

みんなできれいに!

　
県
の
天
然
記
念
物
で
村
鳥
で

も
あ
る
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
の
飛
来

が
、
４
月
30
日
㈮
に
役
場
屋
上

で
確
認
し
ま
し
た
。

　
役
場
屋
上
で
は
、
５
月
21
日

㈮
に
巣
箱
に
入
り
、
５
月
24
日

㈪
か
ら
５
月
30
日
㈰
に
か
け
て

３
個
の
卵
を
産
み
、
６
月
18
日

㈮
に
無
事
す
べ
て
の
ヒ
ナ
が
誕

生
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
親
鳥

の
懸
命
な
子
育
て
を
経
て
、
７

月
12
日
㈪
か
ら
13
日
㈫
に
か
け

て
ヒ
ナ
が
元
気
に
巣
立
ち
ま
し

た
。

　
今
年
度
も
天
龍
み
ど
り
の
少

年
団
を
中
心
に
村
内
各
所
に
巣

箱
を
掛
け
、
保
護
活
動
を
行
い

ま
し
た
。
絶
滅
危
惧
種
で
あ
る

ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
が
来
年
も
天
龍

村
で
見
ら
れ
る
事
を
願
い
ま
す
。

ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
の

　
　
　
　飛
来
確
認

月
14
日
に
発
生

し
た
国
道
４
１

８
号
早
木
戸
・

的
瀬
間
の
法
面

大
規
模
崩
落
の

現
道
復
旧
が
困

難
な
た
め
福
島

地
区
と
的
瀬
地

区
を
ト
ン
ネ
ル

で
結
ぶ
工
事

で
、
令
和
４
年

度
を
目
途
に
開

通
す
る
予
定
で

す
。

　
住
民
の
み
な

さ
ん
に
は
、
工

事
車
両
の
通
行

や
発
破
作
業
な

ど
で
ご
迷
惑
を

お
掛
け
し
ま
す

が
、
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

仮称神原トンネル的瀬側坑口

祝辞を述べる永嶺村長

仮
称
神
原
ト
ン
ネ
ル
平
面
図

神
原
ト
ン
ネ
ル
横
断
図 仮称神原トンネル概要図鍬入れを行う永嶺村長

神
原
ト
ン
ネ
ル
の

　安
全
祈
願
祭

　
　挙
行
さ
れ
る

仮称


